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長時間労働なくし
大幅賃上げの

２
月
８
日
、
滋
賀
自
治
労

連
は
２
０
１
６
年
度
中
央
委
員

会
を
近
江
八
幡
市
内
で
開
催

し
、
２
０
１
７
国
民
春
闘
の
運

動
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
自
治
労
連
本
部

の
松
繁
副
委
員
長
は
、
憲
法
を

い
か
し
て
住
民
生
活
を
守
り
、

長
時
間
労
働
の
一
掃
と
予
算
人

員
闘
争
を
セ
ッ
ト
で
推
進
す
る

『
こ
ん
な
地
域
と
職
場
を
つ
く

り
た
い
』
の
運
動
と
、
生
計
費

原
則
に
基
づ
く
賃
金
要
求
の
実

現
に
向
け
た
『
中
期
的
な
賃
金

闘
争
』
の
２
つ
の
全
国
統
一
闘

１
０
０
０
時
間
を
越
え
る

長
時
間
労
働
や
不
払
い
残
業
、

36
協
定
を
越
え
る
違
法
な
働
か

せ
方
が
県
職
員
組
合
の
運
動
を

通
じ
て
マ
ス
コ
ミ
や
国
会
質
問

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

滋
賀
県
で
は
、
来
年
度
に
向
け

て
職
員
定
数
を
10
名
拡
大
す
る

条
例
が
２
月
16
日
県
議
会
に
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
職
員

組
合
は
、
こ
の
間
、「
他
の
人

口
類
似
の
県
に
比
べ
て
１
０
０

滋賀自治労連
春闘方針を確立

37
年
ぶ
り
に
職
員
定
数
増
へ

２
０
１
６
年
６
月
30
日
に

当
局
よ
り
提
案
さ
れ
た
「
大
津

市
人
事
・
給
与
構
造
改
革
案
」

に
つ
い
て
、
大
津
市
労
連
は
撤

回
を
要
求
し
て
交
渉
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
局

は
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
の

実
施
に
固
執
し
、
大
津
市
労
連

が
指
摘
す
る
制
度
の
疑
問
点

に
つ
い
て
な
ん
ら
合
理
的
な

説
明
も
な
い
ま
ま
、
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
交
渉
の
中

で
は
、
職
員
生
活
に
大
き
く
関

わ
る
大
改
悪
で
あ
る
と
し
て
、

提
案
の
見
直
し
を
強
く
求
め

ま
し
た
が
、
１
月
17
日
の
交
渉

に
お
い
て
、「
組
合
の
合
意
が

得
ら
れ
な
く
と
も
議
会
に
上

程
す
る
」
と
の
総
務
部
長
か
ら

の
通
告
を
も
っ
て
、
労
使
決
裂

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

争
が
要
で
あ
る
と
し
、
一
例
と

し
て
滋
賀
県
職
の
取
り
組
み
が

広
く
報
道
さ
れ
、
社
会
的
な
共

感
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
質
疑
・

討
論
で
は
、
８
単
組
11
人
か
ら

職
場
要
求
の
前
進
や
課
題
へ
の

展
望
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
な

発
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
春
３
月
末
で
退
職
す
る

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
委
員
長
か

ら
は
、「
び
わ
こ
空
港
の
建
設

を
地
域
住
民
と
の
共
同
の
力
で

退
け
た
自
治
研
活
動
の
経
験
」

に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
り
、「
当

時
日
野
町
は
、『
空
港
が
な
け

れ
ば
湖
東
の
奥
座
敷
』（
要
す

る
に
、
不
便
な
田
舎
）
と
言
わ

れ
て
い
て
、
建
設
賛
成
派
の
署

名
推
進
の
要
請
な
ど
が
連
日
の

よ
う
に
職
場
で
も
広
が
り
、
賛

成
か
反
対
か
の
踏
み
絵
を
迫
ら

れ
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
そ

れ
が
悔
し
く
て
、『
本
当
に
こ

の
町
に
お
金
は
な
い
の
か
。
資

源
は
な
い
の
か
』
を
考
え
、
住

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
基
調
と
し

て
き
た
労
使
合
意
を
一
方
的

に
踏
み
に
じ
る
暴
挙
で
あ
り
、

到
底
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
労
働
組

合
と
し
て
も
、
た
た
か
い
を
終

わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

大
津
市
労
連
は
、
次
の
取

り
組
み
と
し
て
「
大
津
市
人
事

給
与
構
造
改
革
案
」
の
阻
止
に

向
け
て
、
全
国
の
自
治
労
連
の

仲
間
へ
要
請
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
北
は

北
海
道
、
南
は
沖
縄
か
ら
『
こ

の
改
悪
は
大
津
市
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
！
』『
労
使
合
意

な
く
強
行
導
入
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
！
』
と
、
抗
議
の

声
が
続
々
と
市
長
へ
送
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
治

体
・
民
間
あ
わ
せ
た
全
国
か
ら

仕
事
の
や
り
が
い
を
奪
い
︑

職
員
生
活
を
破
壊
す
る
改
悪
を

絶
対
に
許
さ
な
い
！

大
津
市
人
事･

給
与
構
造
改
革
案
の

強
行
実
施
に
全
国
か
ら
も

反
対
の
声
が
！

滋賀自治労連中央委員会において
「大津市人事・給与構造改革案」の

導入撤回を求める
特別決議（要旨）を採択！

 2016年度 中央委員会

大
津
市
労
連

滋
賀
県
職

　「大津市人事・給与構造改革案」は、職員
生活の破壊につながるだけでなく、大津市
役所としての組織のあり方を大きくゆがめ
るものであり、労使合意のないままの強行
導入は絶対に許されません。
　職員から仕事のやりがいを奪うことは、市
民サービス・公務労働の質にも影響します。
滋賀自治労連は、今回の中央委員会におい
て、本改革案の撤回を実現していくために
も総力を挙げて大津市労連を支援し、とも
に運動を進める特別決議を採択しました。

団結ガンバロー

学習会で講演する自治労連本部の松繁副委員長

県の長時間労働問題について県職員組合役員からヒアリングをする日本共
産党の梅村さえこ衆議院議員（写真中央）

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
大
津
市
長
へ
の

抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
山

に春

０
人
も
職
員
数
が
少
な
い
」「
命

と
健
康
が
危
な
い
」
と
、
安
心

し
て
働
け
る
職
場
と
す
る
た
め

人
員
増
を
強
く
要
求
し
て
き
ま

し
た
。
行
革
で
37
年
間
職
員
数

が
減
ら
さ
れ
続
け
た
県
の
職
場

で
す
が
、
過
労
死
問
題
や
「
行

政
さ
え
で
き
な
い
働
き
方
の
改

革
を
民
間
が
す
る
の
は
難
し

い
」（
11.
23
京
都
新
聞
）
な
ど

の
世
論
も
背
景
に
、
よ
う
や
く

人
員
増
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

の
声
を
力
に
変
え
て
、
要
請
行

動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
改
革
案

が
審
議
さ
れ
て
い
る
大
津
市

議
会
に
対
し
て
も
、
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
津
市
労

連
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
と

職
員
生
活
を
守
る
た
め
に
諦

め
る
こ
と
な
く
奮
闘
を
続
け

て
い
ま
す
！

民
と
の
共
同
の
運
動
（
＝
自
治

研
活
動
）
を
頑
張
っ
た
。
そ
の

結
果
、
す
ば
ら
し
い
地
域
循
環

型
の
資
源
に
気
付
い
た
。
い
ま

や
農
村
民
泊
体
験
は
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
、
多
く
の
人
が
こ
の

町
を
訪
れ
る
。
長
い
目
で
見
る

と
展
望
が
開
け
る
こ
と
を
確
信

し
た
。
職
員
は
上
司
を
見
て
仕

事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民

の
声
を
聴
い
て
中
長
期
的
な
視

点
で
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

滋賀民報社提供



カラーセラピスト講師
田中 まさこさん

災害時の対応に正解はない
自治労連近畿ブロック青年部主催「近畿大作戦in兵庫」
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◎
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

猛
威
を
ふ
る
い
ま
し
た
が
、
み

な
さ
ん
の
職
場
は
ど
う
で
し
た

か
？　

我
が
家
で
は
ま
ず
私
が

罹
り
、
治
っ
た
直
後
に
子
ど
も

が
罹
り
、
子
育
て
あ
る
あ
る
の

５　

…
…
飲
…
…
食
は
不
健
康

６　

ジ
ュ
ー
ス
を
作
る
器
具

９　

草
木
も
眠
る
…
…
時

11　

亀
の
甲
よ
り
…
…
功

14　

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
と
も
い
う

15　

三
島
由
紀
夫
の
代
表
作

16　

結
婚
会
見
で
み
る
の
は
金

【 

タ
テ
の
カ
ギ 

】

１　

潮
を
吹
く
大
き
な
海
獣

２　

古
新
聞
や
空
き
缶
な
ど

　
　

資
源
の
再
利
用

３　

福
島
や
和
歌
山
で
は
駅
長
も

　
　

務
め
る

４　

土
の
筆
と
書
い
て
？

【
応
募
方
法
】

ハ
ガ
キ
又
は
F
A
X
で
。

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
単
組
名
、

職
場
の
で
き
ご
と
、
話
題
、
家

族
の
た
よ
り
な
ど
、
ひ
と
こ
と

お
書
き
く
だ
さ
い
。（
匿
名
不
可
）

【
送
り
先
】

〒
５
２
０
|
０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３
|
30

こ
う
ぜ
ん
ビ
ル
１
F　

滋
賀
県

自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

 

０
７
７（
５
２
７
）５
５
２
２

（
締
切
）３
月
13
日

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た

し
ま
す
。

《
２
６
４
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者
》

西
藤
ひ
と
み（
滋
賀
県
職
）・
赤

穂
匡
世（
滋
賀
県
職
）・
本
郷
彰

一
（
滋
賀
県
職
）・
齋
藤
篤
志

（
日
野
町
職
労
）・
谷
川
友
香
里

（
近
江
八
幡
市
職
）

《
応
募
数
と
正
解
》

応
募
総
数
は
12
通
。
正
解
は

「
ギ
ン
セ
カ
イ
」で
し
た
。

日
常
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
食
べ
て
い
る
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
。
そ
の
カ
レ
ー
を
「
素
材
か

ら
手
づ
く
り
」
す
る
こ
と
に
挑

戦
し
た
武
蔵
野
美
術
大
学
の
学

生
た
ち
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
す
。
発
案
者
は
、
同
大
学
で

文
化
人
類
学
を
教
え
る
探
検
家

の
関
野
吉
晴
さ
ん
。

ゼ
ミ
生
た
ち
約
１
０
０
人

が「
一
か
ら
」カ
レ
ー
を
つ
く
る

の
に
要
し
た
時
間
は
９
カ
月
。

米
や
野
菜
は
田
畑
を
お
こ
し
て

栽
培
、
塩
は
海
水
を
煮
詰
め
て

つ
く
り
、
肉
は
ト
リ
を
雛
か
ら

育
て
て
シ
メ
る
―
―
。

道
の
り
は
も
ち
ろ
ん
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
畑
の
雑

草
に
悩
ま
さ
れ
た
り
、
雛
か

ら
育
て
た
ト
リ
に
情
が
わ
き

「
殺
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
」
と
議

論
が
起
き
た
り
…
。
最
終
的

に
ト
リ
の
首
を
し
め
て
殺
し

た
の
は
、
世
話
係
だ
っ
た
女

性
で
し
た
。
葛
藤
の
は
て
に

「
食
べ
る
と
い
う
の
は
動
物
の

命
を
奪
う
こ
と
」
―
―
を
体

験
し
た
学
生
た
ち
の
表
情
は

一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

⒓
⇑
−
⒲
∏
⇊
⇟
⇁
ɟ
ⅺ
↸
↓
ⅾ
↺
⒔

保
育
連
絡
会
が

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

大
ܖ
ဃ
↝
⒓
ޔ
Ⓝ
↪
↤
Ⓞ
↹
⒔
˳
᬴

パ
タ
ー
ン
に
見
事
に
ハ
マ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た（
涙
）。

　

  

（
本
郷
彰
一　

滋
賀
県
職
）

◎
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
20
日
頃

の
大
雪
は
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ

ー
一
台
で
の
除
雪
に
二
週
間
か

か
っ
た
。
樹
木
は
折
れ
瓦
は
落

ち
、
校
内
も
通
れ
な
い
な
ど
経

費
と
時
間
が
か
か
る
だ
け
で
、

も
う
要
ら
な
い
。

　
　

  

（
古
川
勇　

滋
賀
県
職
）

◎
今
年
も
組
合
活
動
で
人
員
・

賃
金
改
善
を
要
求
し
て
い
き
た

監
督
　
前
田
亜
紀

©2016ネツゲン

【問題】　Ａ～Ｅを並べてできる言葉は？

２
月
４
日
、
滋
賀
県
自
治

体
労
働
組
合
共
闘
会
議
保
育
連

絡
会
は
、
草
津
市
立
ア
ミ
カ
ホ

ー
ル
で
「
第
20
回
保
育
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
、
22
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

前
半
は
各
組
合
で
の
取
り

組
み
や
課
題
を
報
告
・
共
有

し
、
待
機
児
童
の
問
題
や
職
員

不
足
の
問
題
、
男
性
保
育
士
用

ト
イ
レ
や
更
衣
室
の
有
無
、
子

ど
も
園
化
に
と
も
な
う
業
務
の

負
担
増
、
施
設
の
老
朽
化
の
問

題
な
ど
、
今
後
の
課
題
や
運
動

の
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ

１
月
21
日
、
22
日
に
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
主
催
「
近
畿

大
作
戦
in
兵
庫
」
が
神
戸
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
５
年
前
の
「
近
畿
大
作

戦
in 

淡
路
」以
降
、
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
青
年
部
と
し
て
独
自
の
取

り
組
み
が
で
き
て
い
な
い
中
、

各
地
方
の
青
年
部
の
活
性
化
を

目
指
し
て「
防
災
」と「
次
世
代

育
成
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ま

れ
た
も
の
で
す
。

（
参
加
者
感
想
よ
り
）
１
日

目
は
兵
庫
の
森
栗
委
員
長
か
ら

阪
神
淡
路
大
震
災
の
体
験
を
聞

き
、
被
災
時
、
自
治
体
職
員
と

し
て
、
組
合
員
と
し
て
ど
の
よ

う
に
行
動
す
べ
き
か
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
災
害
対

応
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム　

ク
ロ
ス
ロ

ス
ト
の
田
中
ま
さ
こ
氏
を
講
師

に
、
色
が
持
つ
特
性
か
ら
人
の

性
格
や
適
性
、
潜
在
意
識
な
ど

を
分
析
し
ま
し
た
。
田
中
氏
に

よ
る
と
、
子
ど
も
部
屋
に
は
、

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
な
ど
特
定
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
置
か
ず
、
自
由

に
落
書
き
が
で
き
る
よ
う
な
空

間
に
す
る
方
が
、
子
ど
も
の
想

像
力
が
豊
か
に
育
つ
こ
と
や
、

子
ど
も
は
お
母
さ
ん
や
先
生
に

褒
め
て
も
ら
い
た
く
て
丁
寧

に
、
き
れ
い
に
絵
を
描
こ
う
と

し
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
個
性
が

伸
び
に
く
い
の
で
、
ど
ん
な
絵

で
も「
元
気
で
い
い
ね
」「
面
白

い
ね
」
な
ど
、
そ
の
子
の
個
性

を
伸
ば
す
よ
う
に
褒
め
る
こ
と

が
大
切
と
し
、
現
場
の
保
育
士

の
先
生
方
に
と
っ
て
は
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
と
と
も
に
、
仕
事
に

も
役
立
つ
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

い
で
す
。

  

（
齋
藤
篤
志
　
日
野
町
職
労
）

仕事にも役立つ
色講座

色
の
魅
力
や
深
さ
を
学
ぶ
保
育
士
の

先
生
た
ち

▼滋賀自治労連
ホームページは
こちら

18　

三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
…
…

19　

昔
ふ
う
。
…
…
な
考
え
方

21　

ジ
ラ
フ
と
も
言
い
ま
す

23　

栗
の
鼠
と
書
い
て
？

24　

恩
を
忘
れ
な
い
？

【 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

】

１　

カ
ラ
の
な
い
巻
貝
。

　
　

「
流
氷
の
天
使
」

４　

ま
も
な
く
花
が
咲
き
ま
す

７　

…
…
ボ
ケ
。
…
…
出
勤

８　

空
中
を
飛
行
す
る
乗
り
物

10　

野
球
の
右
翼
手

12　

ラ
イ
オ
ン
の
こ
と
で
す

13　

風
邪
の
症
状
の
一
つ
で
す

15　

最
近
は
指
紋
で
代
用
も

16　

「
ヒ
ラ
リ
ー
の
夫
」

17　

吉
本
ば
な
な
の
代
表
作

19　

ラ
ク
ダ
の
背
に
あ
り
ま
す

20　

画
家
の
こ
と
で
す

22　

よ
く
似
て
い
ま
す
ね

25　

火
中
の
…
…
を
拾
う

26　

減
る
と
新
聞
社
が
傾
く

27　

ゴ
リ
ラ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な

　
　

ど
を
…
…
猿
と
い
う

ー
ド
」、「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム 

H
U
G
」、
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
の
講
演
と
見
学
、
新
長

田
地
区
視
察
の
四
つ
の
分
科
会

で
は
学
び
な
が
ら
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
夜
の
交
流
会
で
は
二

次
会
も
含
め
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
各

地
方
ご
と
に
交
流
を
深
め
る
た

め
、
滋
賀
の
青
年
部
は
須
磨
海

浜
公
園
に
行
き
、
震
災
時
の
体

験
を
聴
き
ま
し
た
。
被
災
者
の

支
援
で
は
な
く
水
族
園
の
復
旧

に
あ
た
る
葛
藤
を
、
今
も
抱
え

る
職
員
の
方
が
い
る
こ
と
に
、

被
災
時
の
対
応
に
正
解
は
な
い

の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。




